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９
月
23
日
、
ひ
ば
り
野
公
園
野
球
場
に
お
い
て

徳
武
定
祐
少
年
野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
戸
町
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選
手
徳
武
定
祐
さ
ん

（
元
中
日
）
を
は
じ
め
、
元
ロ
ッ
テ
の
村
田
兆
治

さ
ん
と
水
上
善
雄
さ
ん
、
元
中
日
の
田
野
倉
利
男

さ
ん
、
元
阪
神
の
森
忠
仁
さ
ん
の
５
人
が
講
師
を

務
め
、
投
球
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
基
本
技
術

を
指
導
し
ま
し
た
。

五
戸
町
や
近
隣
市

町
村
か
ら
参
加
し

た
小
・
中
学
生
は

約
２
０
０
人
。
こ

の
中
か
ら
将
来
、

プ
ロ
の
選
手
が
誕

生
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
大
会
の
結
果

総
合
優
勝

切
谷
内（
町
長
旗
）

第
２
位

上
市
川（
議
長
杯
）

第
３
位

上
大
町（
教
育
長
杯
）

第
４
位

倉
　
石

第
５
位

川
原
町

第
６
位

新
　
町

第
７
位

下
大
町

ベ
ス
ト
リ
レ
ー
優
勝

男
　
子

切
谷
内

（
東
奥
日
報
旗
）

女
　
子

切
谷
内

（
デ
ー
リ
ー
東
北
旗
）

「
た
す
き
が
つ
な
ぐ
未
来
の
郷

土
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
４
回

五
戸
地
方
駅
伝
競
走
大
会
が
10
月

３
日
ひ
ば
り
野
公
園
で
行
わ
れ
、

五
戸
町
と
新
郷
村
か
ら
参
加
し
た

８
チ
ー
ム
の
代
表
選
手
80
人
が
、

10
区
間
22
・
69
㎞
で
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
中
継
地
点
に
は
た
く

さ
ん
の
人
が
詰
め
か
け
、
力
走
す

る
選
手
た
ち
を
激
励
し
て
い
ま
し

た
。

■
大
会
の
結
果

優
　
勝

と
ち
の
木（
新
郷
村
）

準
優
勝

五
戸
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ

第
３
位

蛯
　
川

これぞ王者の貫録 今年も登場、切谷内チームの仮装ムカデ

優勝旗を受け取る切谷内チーム

息もピッタリ？（おしどりレース） よ～く狙って（ナイスシュート）

リ
レ
ー
総
合
優
勝

切
谷
内（
竹
内
旗
）

マ
ラ
ソ
ン
優
勝

男
　
子

岡
田
　
　
元

（
米
海
軍
通
信
保
安
大
隊
司
令
杯
）

女
　
子

林
　
　
千
秋

（
五
戸
陸
上
競
技
協
会
長
杯
）



第
36
回
五
戸
町
民
運
動
会
が
９

月
26
日
、
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
、
各
競
技
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
た
に
倉
石
チ
ー
ム
を
加
え
た

各
町
内
13
チ
ー
ム
と
、
三
沢
基
地

海
軍
通
信
保
安
大
隊
か
ら
参
加
し

た
選
手
た
ち
は
、
家
族
や
地
元
の

声
援
を
背
に
、
玉
入
れ
や
百
足
競

走
、
リ
レ
ー
な
ど
全
22
種
目
の
競

技
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。

タイミングよく「いっせーのーせっ！」（長縄跳び）

各町内の精鋭が対決（ベストリレー） おかあさん、早く早く！（おかあさんと一緒）

落とさないようにね（ラケットレース）

「目が回る～！」転倒者続出（急がば回れ？）

息を合わせて…（ジャンボ豆つまみ） 若い者に負けてません（カンつり競走）

この日一番の熱戦（綱引き競争　切谷内ＶＳ豊間内）



●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

青
森
県
り
ん
ご
試
験
場
県
南
果

樹
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
９
月
14
日

と
15
日
の
両
日
、
日
ご
ろ
の
研
究

成
果
を
一
般
公
開
す
る
参
観
デ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
ほ
場
の
公
開
や
果
樹
栽
培

相
談
な
ど
農
家
向
け
の
催
し
以
外

に
も
、
新
品
種
の
試
食
や
即
売
な

ど
が
行

わ
れ
、

大
勢
の

町
民
で

に
ぎ
わ

い
ま
し

た
。戦

争
で
犠
牲
と
な
っ
た
尊
い
命

を
慰
め
る
五
戸
町
戦
没
者
追
悼
式

が
９
月
28
日
、
町
立
公
民
館
で
し

め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
黙
祷
と
軽
米
伝
藏
五
戸
町
遺
族

会
長
ら
に
よ
る
追
悼
の
こ
と
ば
が

英
霊
に
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
戦
後
半
世
紀
以
上
経
っ

て
も
薄
れ
な
い
戦
没
者
へ
の
想
い

と
平
和
へ
の
誓
い
を
胸
に
、
霊
前

に
菊
の
花
を
供
え
、
手
を
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
命
を
悲
惨
な
交
通

事
故
か
ら
守
ろ
う
。
９
月
29
日
、

町
立
公
民
館
に
お
い
て
五
戸
地
区

交
通
安
全
協
会（
三
浦
俊
哉
会
長
）

主
催
に
よ
る
第
16
回
五
戸
地
区
交

通
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
交
通
安
全
協
会
各
支
部
は
、

歌
や
踊
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
を
通
じ
て
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー

ル
。
さ
ら
に
第
２
部
で
は
青
森
県

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
も
行
わ

れ
、
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

県警音楽隊の演奏

ブルーベリーの栽培法を熱心に聴く来場者

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

五
戸
地
区

交
通
安
全
大
会

久
保
田
　
玲
子

（
菖
蒲
川
）

類
家
　
清
美

（
菖
蒲
川
）

田
代
　
十
志
男

（
上
市
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ

（
鍛
冶
屋
窪
）

橘
　
ミ
ネ
子

（
北
市
川
）

高
嶋
　
春
松

（
野
　
月
）

原
　
は
つ
ゑ

（
上
市
川
）

人気の試食コーナー



10
月
３
日
、
サ
ー
キ
ッ
ト
パ
ー

ク
切
谷
内
に
お
い
て
「
ジ
ャ
パ
ン

オ
フ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
イ
ン
八

戸
・
東
北
シ
リ
ー
ズ
第
２
戦
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
や
近
隣
市

町
村
は
じ
め
、
遠
く
は
秋
田
県
か

ら
参
加
し
た
各
チ
ー
ム
に
よ
る
迫

力
の
レ
ー
ス
に
、
客
席
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

同
サ
ー
キ
ッ
ト
で
は
今
後
、
３

時
間
耐
久
レ
ー
ス
が
10
月
31
日

（
日
）に
、
東
北
シ
リ
ー
ズ
第
３
戦

が
11
月
21
日
（
日
）
に
開
催
予
定
。

小
渡
平
公
園
に
お
い
て
10
月
10
日
と
11
日

の
２
日
間
、「
夢
の
森
収
穫
感
謝
祭
＆
倉
石
牛

肉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
34
回
目
を
数
え
る
五
戸
町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
が
10
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
に
出
場
で
き

る
た
め
、
初
心
者
・
上
級
者
問
わ
ず
楽
し
め
る

こ
の
大
会
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
よ
り
、
五

戸
ド
ー
ム
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
雨

雲
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
元
気
な
プ

レ
イ
ぶ
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

青
森
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
三
八
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
研
修
会
が

10
月
１
日
、
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
五
戸
町

は
じ
め
三
八
地
区
の
会
員
ら
１
２

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
、
元
み
ゆ
き
保
育
園
保
母
で

上
大
町
在
住
の
川
井
俊
子
さ
ん
が

「
子
ど
も
を
守
る
の
は
母
の
愛
」

と
題
し
て
講
演
。
そ
の
後
、「
命

の
尊
さ
を
伝
え
よ
う
」
の
テ
ー
マ

の
下
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会
三
八
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
研
修
会

10
日
は
台
風
の
接
近
に
伴
い
朝
か
ら

雨
。
心
配
さ
れ
た
人
出
で
す
が
、
悪
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
、

幻
の

倉
石

牛
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。
11
日
に
は

雨
も
上
が
り
、
来
場
者
は
「
腹
ご
な
し

に
」
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
興
じ

る
な
ど
、「
食
欲
の
秋
」
・
「
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
」
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

五戸町民



農
家
の
皆
さ
ん
が
ト
ラ
ク
タ
ー

や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
農
作
業
を

す
る
際
に
使
用
す
る
軽
油
に
つ
い

て
は
、申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

免
税
証
が
交
付
さ
れ
軽
油
取
引
税

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

継
続
手
続
の
場
合
も
耕
作
証
明

書
が
必
要
で
す
。

※
新
た
に
申
請
す
る
場
合
、
必
要

書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
八
戸
県
税
事
務
所

27
│

５
１
１
１

内
線
２
０
８
・
２
１
０

●
役
場
農
林
課

62
│

２
１
１
１
（
内
線
４
１
５
）

62
│

７
９
６
０
（
直
通
）

11
月
10
日
� 

11
月
11
日
� 

11
月
24
日
� 

11
月
22
日
� 

11
月
12
日
� 

浅
田
地
区 

切
谷
内
地
区 

上
市
川
地
区 

五
戸
・
蛯
川 

豊
間
内
地
区 

倉
石
又
重
地
区 

倉
石
石
沢
地
区 

倉
石
中
市
　
　 

受
付
月
日 

対
象
地
区 

受

付

時

間 

受

付

場

所

 

午
後 

１
時
か
ら 

３
時
30
分
ま
で 

午
前 

午
後 

午
前 

午
後 

午
前 

午
後 

午
前 

午
後 

午
前 

９
時
30
分
か
ら 

11
時
30
分
ま
で 

１
時
か
ら 

３
時
30
分
ま
で 

９
時
30
分
か
ら 

11
時
30
分
ま
で 

１
時
か
ら 

３
時
30
分
ま
で 

９
時
30
分
か
ら 

11
時
30
分
ま
で 

１
時
か
ら 

３
時
30
分
ま
で 

９
時
30
分
か
ら 

11
時
30
分
ま
で 

１
時
か
ら 

３
時
30
分
ま
で 

９
時
30
分
か
ら 

11
時
30
分
ま
で 

浅
水
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

瑞

穂

館

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ

ン

タ

ー

倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ

ン

タ

ー

役
　
　
場（
本
庁
舎
） 

１

階

会

議

室

◎
受
付
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。



●９月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,338

（ 4,462） 
3,029

（ 2,925） 
25,948

（27,401） 
19,427

（17,762） 

741

（ 691） 
385

（ 767） 

1,071

（ 1,628） 

4,354

（ 4,363） 
3,167

（ 3,445） 
3,180

（ 4,038） 

1,087

（ 1,098） 
25

（ 10） 
173

（ 290） 
6,533

（ 6,746） 
223

（ 243） 

213

（ 119） 
43

（ 0） 
 1,470

（ 859） 
192

（ 0） 

636

（ 586） 
0

（ 0） 
3,957

（ 4,089） 
0

（ 0） 

1,951

（ 2,075） 
760

（ 506） 
12,339

（12,783） 
4,309

（ 2,705） 

720

（ 721） 
477

（ 536） 
4,283

（ 4,139） 
3,851

（ 3,881） 

皮膚科 
237

（ 262） 
0

（ 0） 
1,438

（ 1,723） 
0

（ 0） 

10,469

（ 10,552） 
4,892

（ 5,034） 
63,489

（ 65,548） 
32,253

（ 30,257） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

546

（ 538） 

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 

科
　
長 

矢
田
部
宏
一 

副
医
長 

對
馬
　
清
人 

副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 

三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

井
伊
　
貴
幸 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

丸
屋
信
一
郎 

袴
田
真
理
子 

佐
々
木
　
亮 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日
の
午
後 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院





議
会
ニ
ュ
ー
ス

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
、
旧

倉
石
村
の
平
成
15
年
度
お
よ
び

16
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

●
旧
倉
石
村
平
成
15
年
度
決
算

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
28
億

２
、
４
１
１
万
円
、
歳
出
は

27
億
８
、５
５
１
万
円
で
差
し

引
き
３
、８
６
０
万
円
の
余
剰

金
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

２
、５
０
０
万
円
を
減
債
基
金

へ
繰
り
入
れ
し
、
残
り
１
、３

６
０
万
円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
ま
し
た
。

●
旧
倉
石
村
平
成
16
年
度
決
算

（
６
月
末
打
ち
切
り
）

一
般
会
計
の
歳
入
は
８
億

９
、０
７
０
万
円
、
歳
出
は
４

億
８
、５
１
４
万
円
で
差
し
引

き
４
億
５
５
６
万
円
の
残
金
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
の
残

金
と
合
わ
せ
て
４
億
２
、３
３

２
万
円
が
五
戸
町
の
各
会
計
に

繰
り
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
度 

旧
倉
石
村
決
算 

平
成
16
年
度 

旧
倉
石
村
決
算
（
６
月
末
打
ち
切
り
） 

一　般　会　計 

特　別　会　計 

一　般　会　計 

特　別　会　計 

老 人 保 健  

介 護 保 険  

国民健康保険事業勘定 

国民健康保険直診勘定 

簡 易 水 道  

農業集落排水処理施設 

歳　入 

8,585万円 

6,018万円 

7,572万円 

3,497万円 

1,443万円 

363万円 

歳　出 

7,577万円 

6,018万円 

7,266万円 

3,494万円 

986万円 

361万円 

差　引 

1,008万円 

0円 

306万円 

3万円 

457万円 

2万円 

老 人 保 健  

歳　入 

45,971万円 

歳　出 

45,971万円 

差　引 

0円 

介 護 保 険  26,269万円 25,813万円 456万円 

国民健康保険事業勘定 37,404万円 33,638万円 3,766万円 

国民健康保険直診勘定 14,240万円 14,230万円 10万円 

簡 易 水 道  5,595万円 5,568万円 27万円 

農業集落排水処理施設 27,285万円 27,260万円 25万円 

交 流 セ ン タ ー  2,446万円 2,446万円 0円 

住宅用地造成事業  393万円 393万円 0円 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

自主財源 
21.3％ 

村税 
7,741万円 
8.7% その他 

1億1,268万円 
12.6%

依存財源 
78.7％ 

地方交付税 
6億7,295万円  75.6%

国・県支出金 
400万円  0.4%

その他 
2,366万円  2.7%

民生費 
1億2,484万円  25.7%

総務費 
1億3,686万円 
28.2%

教育費 
8,497万円  17.5%

衛生費 
4,291万円  8.8%

農林水産業費 
3,271万円  6.7%

土木費 
1,657万円  3.4%

その他 
4,628万円  9.5%

自主財源 
13.9％ 

村税 
1億6,637万円  5.9%

その他 
2億2,528万円 
8.0%

依存財源 
86.1％ 

地方交付税 
15億7,884万円  55.9%

村債 
5億2,810万円 
18.7%

国・県支出金 
2億2,573万円  8.0%

その他 
9,979万円  3.5%

公債費 
7億7,411万円 
27.8%

総務費 
4億3,466万円  15.6%農林水産業費 

4億744万円  14.6%

民生費 
3億5,129万円 
12.6%

土木費 
2億7,129万円 
9.7%

教育費 
2億4,614万円  8.8%

衛生費 
1億6,218万円  5.8%

その他 
1億3,840万円  5.0%



●
募
集
人
員

70
名
（
畑
作
園
芸
課
程
、
果

樹
課
程
、
畜
産
課
程
）

●
修
業
年
限

２
か
年（
全
寮
制
）

●
受
験
資
格

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

●
推
薦
選
考

・
願
書
受
付

平
成
16
年
11
月
９
日（
火
）か
ら

11
月
19
日（
金
）ま
で

・
選
考
日

平
成
16
年
12
月
３
日（
金
）

●
一
次
募
集
試
験

・
願
書
受
付

平
成
17
年
１
月
４
日（
火
）か
ら

１
月
25
日（
火
）ま
で

・
試
験
日

平
成
17
年
２
月
７
日（
月
）

●
経
　
　
費

受
験
料
、
入
校
金
お
よ
び
授
業

料
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

入
校
時
に
諸
経
費
と
し
て
年
額

65
万
円
が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
営
農
大
学
校
　
教
務
課

℡
０
１
７
６
│

62
│

３
１
１
１

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た

冬
休
み
海
外
派
遣
事
業
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
・
グ
ア
ム
〜
常
夏
の
冒
険

〜
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
グ
ア
ム
の
豊
か
な
自
然
や
文

化
に
触
れ
、
現
地
の
人
々
と
交
流

し
な
が
ら
島
内
探
検
（
ジ
ャ
ン
グ

ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ジ
ャ
ン
グ
ル

ク
ル
ー
ズ
）、
海
の
活
動
（
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
・
海
水
浴
）、
料

理
体
験
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
派
遣
期
間

平
成
16
年
12
月
25
日（
土
）か
ら

12
月
31
日（
金
）ま
で

（
事
前
研
修
会
１
日
を
含
む
）

●
対
　
象

小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
男
女

●
定
　
員

30
名
（
先
着
順
）

●
費
　
用

１
９
８
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
期
限

平
成
16
年
11
月
５
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

国
際
青
少
年
研
修
協
会

℡
０
３
│

３
３
５
９
│

８
４
２
１

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

倉
石
温
泉
運
営
労
務
手
　
１
名

●
応
募
資
格

60
歳
ま
で
の
身
体
健
康
な
方

●
雇
用
期
間

平
成
16
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

１
時
間
当
た
り
６
６
２
・
５
円

●
受
付
期
間

平
成
16
年
11
月
５
日（
金
）か
ら

11
月
15
日（
月
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

所
定
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
の
用
紙
は
役
場
総
務
課

お
よ
び
倉
石
支
所
に
あ
り
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
２
５
２

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

の
主
催
に
よ
り
、
県
下
統
一
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
希
望
者
な
ら
び
に

該
当
者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

・
配
管
工
更
新
講
習

平
成
17
年
１
月
24
日
（
月
）

・
配
管
工
認
定
講
習

平
成
17
年
１
月
25
日
（
火
）

・
責
任
技
術
者
更
新
講
習

平
成
17
年
１
月
26
日
（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

●
場
　
　
所

（
八
戸
会
場
）

プ
ラ
ザ
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み

平
成
16
年
11
月
29
日（
月
）か
ら

12
月
３
日（
金
）ま
で
に
、
受

講
料
を
添
え
て
役
場
上
下
水
道

課（
分
庁
舎
）へ
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

（
青
森
市
下
水
道
部
管
理
課
内
）

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

１
１
１
１

内
線
４
８
１
３

・
役
場
上
下
水
道
課

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
５
１



交通事故の態様が複雑化し、その解決にお困りの方も多いことと思います。社団法人日本

損害保険協会では、そんな方々のために全国に「自動車保険請求相談センター」を設置し、

自賠責および任意保険の請求について、一切無料でご相談をお受けしております。

●相　談　日 月曜日～金曜日（祝日を除く）

９：00～12：00 13：00～17：00

●弁護士相談日 毎月第４水曜日（予約制、相談無料、要面談）

13：00～16：00

●問い合わせ先 社団法人　日本損害保険協会　東北支部

青森自動車保険請求相談センター　　℡０１７－７２２－１０２５

自賠責保険・共済は、年間約１３０万件もの交通事故被害者に支払われています。

交通事故の発生件数は、この１０年間で約３０％増加し、毎年多くの死傷者を出していま

す。死亡者数こそ減少傾向にあるものの、負傷者数については過去ワーストの１１８万人を

超えました。

毎年絶えない交通事故は、誰もが被害者に、そして加害者にもなる可能性があることを物

語っています。ひとりひとりが、よりいっそう自賠責制度の役割や、保険・共済金支払いの

しくみに対する理解を深めることが大切です。

自賠責保険・共済の期限は切れていませんか？

車検制度のない原付自転車・２５０㏄以下の軽二輪自動車は、

期限切れ、掛け忘れにご注意を！

●問い合わせ先 国土交通省東北運輸局　青森運輸支局　輸送課

℡０１７－７３９－１５０２

自賠責制度の詳しい内容は、http://www.jibai.jpでご覧になれます。



11月の 
行事予定 
11月の 
行事予定 

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

11月の 
相 　 談 
11月の 
相 　 談 相談は無料です

■３日（水）おもしろ科学教室
13：30～ 町図書館

■５日（金）～７日（日）
五戸町産業と文化まつり
五戸ドームほか

■６日（土）えほん工房
14：00～ 町図書館

11月の 
献 　 血 
11月の 
献 　 血 

健康なあなたと
私にできること

■７日（日）
９：30～15：30 五戸ドーム裏駐車場

（産業まつり会場）

■17日（水）
９：30～12：30 五戸高等学校
14：30～16：00 ㈱阿部繁孝商店

蔵
書
点
検
の
た
め
、
11
月
27
日

（
土
）
か
ら
12
月
３
日
（
金
）
ま

で
を
特
別
休
館
日
と
し
ま
す
。

大
字
上
市
川
字
堺
谷
地
33

田
　
　
　
１
５
６
０
g

同
　
所
　
　
　
　

34
│

２

田
　
　
　
　
９
８
４
g

同
　
所
　
　
　
　
　
37

田
　
　
　
１
９
５
１
g

同
　
所
　
　
　
　
　
56

田
　
　
　
　
９
８
１
g

同
　
所
　
　
　
　
　
66

田
　
　
　
　
８
８
７
g

●
申
し
込
み
期
限

平
成
16
年
11
月
19
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
３
２

五戸町教育相談員（倉石地区担当）

日
ひ

向
な

端
はた

潔
きよし

℡７７－３２３１

五戸町大字倉石石沢

字堤沢９－３

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

ダイヤル119番は火災・救急・救助などの緊急時に消防本部
へ通報するためのものです。いざというときの119番通報には、
次のことに注意してください。

▲「火事」か「救急」の区別をはっきりと

▲ 落ち着いて住所（場所）、氏名、付近の目標を

▲「火事」または「救急」の内容を簡単に

▲ あなたの名前と、今使用している電話番号を

毎月１日は県民交通安全の日

消防情報案内 をご利用ください

この時期は、日没が早く夕暮れから夜間における高齢者の
交通事故が多発することが懸念されます。

１　横断は、左右をよく見てまっすぐ渡りましょう
２　車の直前・直後の横断はやめましょう
３ 自転車に乗るときは、交差点や曲がり角で必ず安全を確

かめましょう
４　車を運転するときは、健康状態に注意し安全運転を心

掛けましょう
５　外出時は、反射材の着用など明るい服装を心掛けまし

ょう

■11日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■12日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■14日（日）行政相談
13：00～17：00 倉石温泉

■22日（月）行政相談
10：00～15：00 倉石コミュニティセンター

■25日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■健康相談
11日（木） 13：00～15：00
18日（木） 町立公民館児童室

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
9日（火） 10：00～15：00
22日（月） 八戸市市民相談室



建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と

い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
事
業
主
は
、
労

働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
、
掛
け
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

・
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す

（
加
入
時
に
経
費
は
掛
か
り
ま

せ
ん
）。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま

す
。

・
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ

・
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
退
共
青
森
県
支
部

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

７
６
１
１

●
応
募
資
格

17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
者（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
受
付
期
間

平
成
16
年
11
月
１
日（
月
）か
ら

平
成
17
年
１
月
11
日（
火
）ま
で

●
一
次
試
験
日

平
成
17
年
１
月
15
日（
土
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

℡
45
│

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

川
村
菊
之
蔵
　
℡
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│

２
９
７
１

福
田
　
　
馨
　
℡
62
│

２
４
１
９

中
川
原
良
治
　
℡
62
│

４
３
０
１

小
泉
　
昌
明
　
℡
62
│

５
４
９
１

川
h

孝
光
　
℡
68
│

２
５
５
６

橋
向
　
党
子
　
℡
77
│

３
１
５
１

久
保
　
富
弥
　
℡
77
│

２
５
８
７

青
森
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
で
６
０
６
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
別
最

低
賃
金
（
４
業
種
）
が
適
用
さ

れ
る
労
働
者
を
除
き
、
県
内
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
常
用
、

臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
問
わ
な
い
）
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

４
１
１
４

・
八
戸
労
働
基
準
監
督
署

℡
46
│

３
３
１
１

平
成
７
年
と
平
成
10
年
に
施
行

さ
れ
た
道
路
運
送
車
両
法
の
改
正

に
よ
り
、
自
動
車
の
保
守
管
理
責

任
は
使
用
者
に
あ
る
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
、
自
動
車
の
適
正
な
保
守

管
理
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

車
検
が
済
ん
だ
か
ら
と
安
心
せ

ず
に
、
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
心
掛

け
、
点
検
整
備
は
き
ち
ん
と
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

東
北
運
輸
局
　
青
森
運
輸
支
局

℡
０
１
７
│

７
３
９
│

１
５
０
６

21
世
紀
職
業
財
団
青
森
事

務
所
で
は
、
も
っ
と
安
心
し
て
働

き
た
い
あ
な
た
に
、
育
児
・
介

護
・
家
事
代
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
地
域
の
情
報
を
電
話
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

※
情
報
提
供
は
無
料
で
す
。

●
相
談
日
・
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

℡
０
１
７
│

７
７
６
│

２
０
２
０

フ
レ
ー
フ
レ
ー

年末資金の申し込み・相談受付中  
　国民生活金融公庫八戸支店では、次の通り年
末資金の取り扱いをしています。早めのご相談
をお待ちしています。 
 
－新しく事業を始める方へ－【新規開業ローン】 
 
 
 
 

※このほかにも、使い道によって利用できる特別貸
付制度があります。 
 
－ほとんどの業種の方へ－【国の事業ローン】 
 
 
 

※上記のほか、経済対策に伴う特別貸付制度（セー
フティネット貸付）があります。 
 
－教育資金を検討している方へ－【国の教育ローン】 
 
 
 
 
 
 

 
●問い合わせ先 
　国民生活金融公庫八戸支店   ℡ 22－６２７４ 

運 転 資 金 設 備 資 金 

５ 年 以 内 
年1.7％（９月10日現在） 

15 年 以 内 

融 資 額 

返済期間 
利　　率 

7,200万円以内 
（ただし、運転資金は4,800万円以内） 

運 転 資 金 設 備 資 金 

５ 年 以 内 
年1.7％（９月10日現在） 

生徒・学生１人につき200万円以内 
10年以内 
年1.65％（９月10日現在） 
入学時・在学中に必要な費用 

高校・短大・大学・専門学校などへ入学・在学す
る方の保護者で、世帯の年間収入が990万円 
（事業所得者については770万円）以内の方 

4,800万円以内 
10 年 以 内 

融 資 額 
返済期間 
利　　率 

利　　用 
できる方 

融 資 額 
返済期間 
利　　率 
用　　途 



る
。
旧
又
重
小
学
校
跡
地
で
、
今

は
又
重
交
流
館
が
建
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
足
を
延
ば
せ
ば
農
協
又

重
出
張
所
、
天
理
教
の
神
殿
、
倉

石
温
泉
と
続
く
。
移
転
し
た
又
重

小
学
校
。
近
く
の
高
台
に
は
新
山

神
社
が
あ
る
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

急
な
石
段
九
十
段
を
登
る
。
立
派

な
本
殿
は
昭
和
十
三
年
竣
工
。
境

内
で
は
種
々
の
石
碑
が
目
に
入

る
。
順
に
列
記
し
て
み
た
い
。

①
大
典
記
念
植
樹
碑
・
モ
ミ
十
本

銀
杏
十
本
・
大
正
十
年
十
一

月
・
藤
村
耕
一
ほ
か
八
人

②
新
山
神
社
の
碑
・
明
治
三
十
五

年
七
月

③
日
向
堰
土
地
改
良
区
・
昭
和
二

十
七
年
三
月

④
又
重
農
協
創
立
五
周
年
記
念

碑
・
創
立
昭
和
二
十
三
年
二

月
・
合
併
昭
和
四
十
一
年
二
月

⑤
獅
子
・
明
治
四
十
一
年
旧
七

月
・
竹
洞
賢
蔵
ほ
か

⑥
仰
徳
碑
・
昭
和
三
十
五
年
旧
七
月

職
し
て
、
新
井
田
登
（
五
戸
小
学

校
初
代
校
長
）
が
兼
務
と
な
る
」

こ
ん
な
文
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
舘

町
の
服
部
家
に
あ
る
棟
札
は
「
元

禄
樟
蔵
卯
月
・
願
主
秀
晴
妻
鏡

緒
・
木
村
亀
松
」
裏
は
「
又
重
十

五
郎
法
秀
造
立
下
知
・
別
当
昭
光

院
」
と
の
異
説
。
例
祭
は
八
月
十

八
・
十
九
日
の
両
日
。
地
区
対
抗

の
相
撲
や
鶏け

い

舞ば
い
が
奉
納
さ
れ
る
。

宮
台
前
か
ら
五
戸
川
を
越
え
て

舘
町
へ
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八

年
）
の
舘
持
支
配
帳
に
は
「
五
戸

又
重
舘
は
八
百
石
、
又
重
弥
五

郎
」、「
代
々
、
又
重
氏
の
居
舘
」

と
あ
る
。
下
モ
舘
の
北
の
緩
斜
面

に
は
上
ミ
町
、
前
小
路
、
中
町
、

下
モ
町
、
後
小
路
、
新
町
の
町
名

が
あ
り
、
さ
ら
に
番
坂
、
大
手
、

菩
提
寺
の
旧
跡
と
み
ら
れ
る
ジ
ュ

ウ
ド
ウ
（
儒
童
）
の
地
名
が
今
も

残
る
。

大
手
の
坂
の
途
中
に
、
集
落
で

初
の
簡
易
水
道
の
碑
を
見
た
。

「
水
路
開
通
・
昭
和
九
年
十
月
」。

前
の
沢
か
ら
百
間
運
ん
で
き
た
清

水
と
い
う
。
発
起
人
は
小
笠
原
三

太
郎
ほ
か
九
人
。
七
十
年
前
の
水

道
は
、
現
在
も
地
域
を
潤
す
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

浦
田
か
ら
新
郷
に
向
か
っ
て
歩

く
と
、
最
初
は
山
田
で
あ
る
。

二
十
七
段
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
登

り
、
馬
の
神
様
を
祭
る
気
比
神
社

を
ガ
ラ
ス
越
し
に
の
ぞ
く
。
改
築

さ
れ
た
ら
し
い
社
殿
に
は
、
絵
馬

や
第
一
回
五
戸
地
方
荷
馬
車
大

会
、
役
馬
競
技
大
会
の
優
勝
旗
が

並
ぶ
。

山
田
か
ら
太
田
、
谷
地
中
へ
と

足
を
運
ぶ
。
右
側
に
広
場
が
見
え

⑦
本
殿
新
築
記
念
碑
・
昭
和
十
三

年
旧
七
月

⑧
灯
ろ
う
・
昭
和
九
年
七
月

⑨
皇
紀
二
千
六
百
年
碑

⑩
征
清
凱
旋
記
念
碑

⑪
新
山
神
社
由
来
記
・
昭
和
三
十

三
年
旧
七
月

拝
殿
の
右
側
上
段
に
は
五
祭
神

（
大
国
主
命
、
素
盞
鳴

す
さ
の
お

命
、
少
名

彦
命
、
蒼
前
大
神
、
天
満
天
神
）

を
祭
る
看
板
が
目
に
つ
く
。ま
た
、

柱
に
は
見
事
な
昇
竜
の
彫
刻
が
あ

り
、
参
拝
者
の
話
題
と
な
っ
て
い

る
。「

新
撰
陸
奥
国
誌
」
に
は
「
境

内
千
三
百
七
十
坪
、
旧
当
社
は
三

明
院
と
い
う
修
験
者
が
そ
の
後
、

別
当
に
復
飾
し
て
本
田
匡
と
改
め

明
治
三
年
十
一
月
神
職
と
な
り
、

同
六
年
三
月
免
ぜ
ら
れ
て
田
島
平

内
と
い
う
者
が
兼
務
、
同
七
年
辞

郷
土 

探
訪 

町の人口

（前月対比）

男　１０,４０２人（－７）

女　１１,０９６人（＋３）

総人口２１,４９８人（－４）

世帯数１６,８９４世帯（＋13）

平成16年10月１日現在

Ｎｏ.117

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

11月 の納期

納
期
限
11
月
30
日

固
定
資
産
税
　
　
　
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
　
第
３
期

■
五
戸
町
交
通
安
全
母
の
会

（
北
千
代
子
会
長
）
か
ら
ア

レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
が
寄
贈

さ
れ
、
来
庁
者
の
目
を
和

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

見事な彫刻が施された新山神社

舘町の水道記念碑


